別記様式第15号

譲渡担保設定契約証書

(名前)（以下「乙」という。借入者及び担保提供者）は、　　　年　月　日付け借用証書（以下「原借用証書」という。）に基づき、東京都（以下「甲」という。）から借用した金(貸付額)　　　円也に関する一切の債務（以下「原債務」という。）を担保する目的をもって、甲と次の条項による譲渡担保設定契約を締結する。

第１条　乙は、原債務を担保する目的をもって、その所有に係る後記物件(附加物、従物を含む。以下「譲渡物件」という。)を甲に譲渡し、占有改定により、これが引渡しを完了した。

この譲渡は外部関係のみならず、当事者間においても完全に所有権を移転したものである。

２　乙は、譲渡物件については、先取特権その他甲に損害を及ぼすおそれがある一切の権利が存在しないことを確約する。

３　乙は、譲渡物件を甲から無償で借受け、これを本来の用法に従って使用する。

４　乙は、譲渡物件を甲のため代理占有し、譲渡物件が存在する場所を無償で甲に提供し、かつ甲の所有物件であることを公示するに足る方法を講ずるとともに、善良なる管理者の注意をもって、これを管理するものとする。
５　乙は、譲渡物件に対し、権利を主張し、差押えをしようとするものがあるときは、直ちにその旨を甲に通知し、その指示に従う。

第２条　乙は、原債務の全額を弁済するに至るまでに新たに譲渡物件と同種の物件を取得したときは、これを原債務の担保とするため、甲に対し、所有権移転及び引渡しの手続きを行う。

２　乙は将来譲渡物件につきその附加物及び従物を所得したときは、これらの物件についても譲渡担保の効力が及ぶことを承諾する。

第３条　乙は、譲渡物件が原因のいかんを問わず、破損し、減少し、変更し又はその価格が低落したときは、直ちにその旨を甲に通知し、その指示に従って、増担保を提供するか又は原債務の全部若しくは一部を弁済する。

第４条　乙は、甲の承諾なく、譲渡物件を第三者に引渡し若しくは担保に提供し又は第三者が使用することを許諾しその他譲渡物件の現状を変更する等甲に損害を及ぼすおそれがある一切の行為をしない。

第５条　乙は、甲が請求したときは、いつでも譲渡物件を甲の指定する場所に移送し、又は甲若しくは甲の指図人に譲渡物件を引渡すものとする。

第６条　乙は、現債務の履行を怠ったときはもちろん本契約の各条項又は原契約証書の各条項若しくは特約条項の一に違反したときは、甲が乙に何らの催告を要せず、譲渡物件を任意に評価して代位弁済に充当し、又は随意に譲渡物件を処分し、その費用を控除した取得金残高をもって、現債務の弁済に充当しても何ら異議を申し立てない。

２　前項の場合において、譲渡物件の評価額が現債務に達せず又は取得金額残高をもって原債務全額を完済するに至らないときは、乙は、その不足額を直ちに甲に支払う。

３　甲は、第１項により原債務の弁済に充当してなお余剰があるときは、その余剰額を乙に支払う。

第７条　乙は、第１条第４項による公示の費用、譲渡物件の修繕費及び公租公課その他使用に関して生ずる一切の費用を負担する。

第８条　乙は、譲渡物件につき損害保険の対象となりうる物に対しては乙を被保険者とする損害保険契約を締結し、その請求権に対し、甲は質権を設定し、現債務の全部を弁済するまでこれを継続する。

２　乙は、前項の損害保険契約の締結については、甲の指示するところに従う。

３　乙は、第１項の損害保険契約以外に同一物件につき損害保険契約を締結する場合にはあらかじめ甲に協議し、その指示に従う。

４　乙は、譲渡物件について保険事故が発生した場合には、保険者に提出すべき書類の作成及び損害填補額の協定等について、あらかじめ甲の承認を受けるものとし、損害填補額について乙と保険者との間に協定が成立しない場合には、甲が乙に代わって協定を締結しても異議を申し立てない。

５　乙は、譲渡物件について保険事故が発生した場合には、償還期限にかかわらず、甲が保険金をこの借入債務に弁済に充当しても異議を申し立てない。
６　乙は、甲が乙に代わって保険料を支払い、必要な保険契約を締結し又は継続した場合には、甲の支払った保険料に対し、年１２．２５%の割合による利息を付して、これを甲に支払う。
第９条　債務者（及び物上保証人）は本契約の締結を行うことを承認し、このことについて、今後一切異議を申し立てない。

この契約を締結した証として証書２通を作成し、双方記名捺印した上、各自それぞれ１通を保存する。
　　年　　月　　日

甲　債権者　　　住所　　東京都新宿区西新宿二丁目８番１号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　東京都知事　

乙　借入者及び　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担保提供者　氏名

表示物件の表示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　船舶登録番号　　TK〇―〇〇〇〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船　　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船　　　質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総トン数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　推進機関の製作所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型　　　式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬力数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進水年月日

